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平成２７年１２月 １日 

行財政局財政部財政課 

 

 

平成２８年度当初予算編成における政策的新規・充実事業の要求状況 

の公開について 

 

 

平成２８年度予算編成に当たって，予算編成過程を積極的に公開し，市民の皆様方

との情報共有を図る観点から，政策的新規・充実事業の要求内容を公表します。 

 

 

１ 概要（公開の方法，要求額等の状況） 

 

２ 局ごとの「政策的新規・充実事業」予算要求の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 概  要 

 １ 公開する情報 

    政策的新規・充実事業の要求に係る事業名，事業概要，要求額，所管課を公

表します。 

    政策的新規・充実事業は，「はばたけ未来へ！ 京プラン」に掲げる重点戦

略など，本市の重要政策等を具体化するものであり，各局の予算要求の中から，

現在策定中の「はばたけ未来へ！ 京プラン」後期実施計画に掲載する予定の

事業をはじめ，優先順位の高いものを採択します。 

なお，国の予算に関連する事項や，「はばたけ未来へ！ 京プラン」後期実施

計画の検討状況を踏まえて，今後，新たな要求事項の追加等が行われることが

あります。   

※ 京都市予算の全体像（イメージ）については，次ページ参照 

 ２ 公開の方法 

京都市のホームページである「京都市情報館」に掲載 

   市役所案内所，情報公開コーナー，各区役所・支所において資料を配布 

 ３ 公表日 

   平成２７年１２月１日（火） 

 ４ 採択結果の公開について 

   予算案が確定する平成２８年２月に，要求項目ごとの採択結果を公表します。 

＜要求額等の状況＞ 

必要性や緊急性について検討するとともに，事業内容や所要額の精査，実施方法の

工夫，有利な特定財源の確保などに努め，採択事業を決定します。 

 要求額の状況 

１１１１    現時点現時点現時点現時点においてにおいてにおいてにおいて要求金額要求金額要求金額要求金額がががが確定確定確定確定ししししているているているている事業事業事業事業のののの要求額要求額要求額要求額等等等等集計集計集計集計       

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 特定財源：国からの補助金，市債など使い道が特定されている財源 
一般財源：市税，地方交付税など使い道が特定されず，どのような経費にも

使用することができる財源 

                                                                   
各局からの要求額等 

件数 
経費 

（億円） 

特定財源 

（億円） 

一般財源 

（億円） 

政策的新規・充実事業 

予算枠要求総額 １４９件 １５０ １０７ 

 

４３ 

うち 人件費  ３ ０ ３ 

うち 投資的経費 
 １２４ １０４ ２０ 

うち 消費的経費  ２３ ３ ２０ 



 ２２２２    現時点現時点現時点現時点においてにおいてにおいてにおいて要求金額要求金額要求金額要求金額のののの確定確定確定確定していないしていないしていないしていない事業事業事業事業    

次の事業については，要求額算定中等のため，集計には含めていません。また，

今後も新たな要求事項の追加等が行われます。このため，最終的には，各局から

の要求額は現時点での要求額（経費１５０億円，一般財源４３億円）を上回る見

込みです。 

○ 水素エネルギーの普及拡大に向けた燃料電池自動車普及促進事業 

  （環境政策局） 

○ 大学による地域貢献型教育促進事業（総合企画局） 

○ 移住促進・支援事業（総合企画局） 

○ 北部山間地域における光ファイバを利用したインターネット環境の整備 

  促進（総合企画局） 

○ 京都市美術館再整備事業（文化市民局） 

○ スポーツ施設等整備（文化市民局） 

○ 保育所における保育士配置体制の充実（保健福祉局） 

○ 民間保育所整備助成（保健福祉局） 

 

 

        

  27 年度当初予算の状況 ※公債費除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

政策的新規・充実 
事業予算 

 
 111 項目,150 億円 
 
※ 別途,「地域住民生 

活等緊急支援のため 

の交付金」を活用し， 

26 年度 2 月補正予算 

で 18 項目,9 億円を 

計上 

    ＜給与費＞ 

    1,102 億円 

＜投資的経費＞ 
   704 億円 

公共施設の整備  

等の経費 

＜消費的経費＞ 
  4,839 億円 

社会福祉関連経 

費をはじめとし 

た，上記（給与 

費及び投資的経 

費）以外の経費 

 

職員数の削減等を進めたうえで，所要額を計上 

全ての事業を対象に全市的観点から優先順位
を明確にし，実施事業を決定 

［参考］京都市予算の全体像（イメージ図） 

局配分枠 

各局区等の長のマネジメントの下，現場のこと

を最もよく知る各局区等の部・課が主体となっ

て，予算を編成 

※ 28 年度の局配分枠予算については，現在

 も各局区等において徹底的な検討を続けて

 います。 

 


